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A．研究目的
本研究の目的は、HIV感染症患者に対する医療・

福祉サービスが他疾患と同等に行われるよう、中
国・四国地方の医療及び福祉体制の整備を行うこと
である。具体的には、①エイズ拠点病院・中核拠点
病院（以下、拠点病院）のエイズ診療の質の向上と
その維持を確保、②非専門施設（病院、医院）や介
護・福祉施設などにおける疾患に対する偏見からも
たらす差別的対応の解消、である。具体的な方策
は、①拠点病院所属構成員に対する職種別研修会の
開催、②教育資材の作成・配布を行いケア提供者の
人材育成と資質の向上を図ること、③非専門施設や
介護・福祉施設構成員に対し、より平易な内容によ
る教育や、患者の受け入れの促進である。また以前
から薬害被害者から要望の強い「血友病」の包括的
診療にも重点をおき、当該患者の高齢化および余病
に対応する研究を通じて、具体的な方策を検討する
ことも目的の一つである。

B．研究方法
研修会に関しては、その参加者数を集計し、参加

者アンケートなどでその内容の評価を行った。その
際に、個人情報と思われる項目を除いた。また倫理
面の配慮としては、本研究に対し自施設の倫理委員
会の承認を取得した。また学会や報告書等での発表
時には匿名化や集団名など、個人が特定できないよ
う配慮した形で行った。教育資材は、日常診療にお

ける患者、特に薬害被害者の要望あるいはブロック
内の医療・介護従事者のニーズ等を勘案し作成した。
以前作成したものにおいても、新たな情報が得られ
た場合には、その内容を反映させるために、アップ
デートを行った。

C．研究結果
1．ブロックでの教育研修
1-1．医師を対象とした研修会
開催日：2024年8月19～20日（1回目）。2024年9月9
～10日（2回目）。場所：広島大学病院（広島市）。
研修参加医師数：計 7人。

内容は【表1】の通りで最も評価が高かったのは、
例年通り「PWH/Aの体験談」であった。また研修
終了後の感想では、全員が「研修内容を今後の診療
に生かしたい」「後輩の医師にも勧めたい」と答えた。
なお、各職種の講義資料は、「広島大学病院エイズ
診療医のための研修会・資料集」としてまとめて、
全国の拠点病院へ配布した。【図1】。

1-2．⻭科医師を対象とした研修会
1）拠点病院勤務医師及び⻭科医師会向け研修会
開催日：2024年11月20日。場所：岡山国際交流セ
ンター （岡山市）。6年振りに現地参集のみの形式で
行った。例年通り、午後から行われる「中国・四国
地方HIV陽性者の歯科診療体制構築のための研究
会議」に併せる形で当日午前中に行った。研修参加
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者は歯科医師・歯科衛生士併せて計28人。内容は、
講演①「HIV感染症の現状－治療の進歩・流行終結
への機運と残された課題－」（国際医療福祉大学　
田沼順子教授）、講演②「歯科への期待のメッセー
ジ」（大阪HIV薬害訴訟原告団　代表　橋本則久氏）
であった。

午後からの会議の内容は、次の通りであった。令
和5年度に本会議が開催された時点で、中国・四国
地方の9県のうち、8県（広島県、高知県、島根県、
徳島県、鳥取県、山口県、愛媛県、岡山県）でHIV
感染者の歯科診療体制（ネットワークと紹介システ
ム）が構築されており、香川県のみ構築されてな
かった。本年度の会議においても、香川県から構築
の報告はなかった。しかしながら、このように、

図2　広島県⻭科医師会の会員・準会員のための HIV感染症に関する講習会アンケート結果

図1　エイズ診療医のための研修会プログラム資料集

表1　医師を対象とした研修会プログラム
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HIV感染症に関する最新情報および各県のHIV感
染者の歯科診療体制の運用状況などの情報を共有す
ることのできる本会議がHIV歯科医療の発展に果
たす役割は大きいと考えられるため、次年度以降も
継続することが確認された。
2）一般開業⻭科医向け研修会
開催日：2024年12月8日。場所：ホテル大広苑（竹
原市）。研修参加者数6人。開催形態は参集。講演
者は、東京医科大学病院臨床検査科の村松崇医師、

本院輸血部の山崎尚也医師、本院診療支援部の岡田
美穂歯科衛生士の3人であった。終了後の参加者に
対するアンケート結果は、【図2】の通りであった。

1-3．看護師を対象とした研修会
1）初心者向け（2回）
開催日：初回2024年6月27日～6月28日、2回目7
月26～27日。場所：広島大学病院（広島市）（参集
形式）。参加人数は2回の合計で34人。

図3　看護師のためのエイズ診療従事者研修会
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参加者の勤務施設の94％はブロック・中核拠点
あるは拠点病院であった。症例経験は62％が「な
し」と回答した。県別参加者は広島県内が29％に
留まり、その他9県全ての県からの参加者があっ
た。役職別では、一般スタッフが50％と最多で
あったが、主任、副師長・師長など中間管理職も
47％を占めた。受講動機は、「基礎知識の習得（自
己研鑽）」が参加者全員で一番多く、ついで「今後
患者が来た際に対応できるようになる」であった。

研修後、参加者全員に内容についてアンケート調
査を実施した。結果を【図3】に示す。
3）事例検討・症例報告（経験者向け）
開催日：2024年10月26日（オンライン形式）。参
加者24人。当日午前に行われた「中国・四国ブロッ
クエイズ治療ブロック/中核拠点病院等看護担当者
会議」に併せる形で、会議終了後の午後に行った。

事例検討、症例報告それぞれ「とても有益」「有益」
と答えた者が、92％、100％であった。しかしなが
ら、会議と同日に行うことに関しては、「長くなり
しんどい」という意見もあった。

1-4．中国四国ブロック内の拠点病院に勤務またはそ
の院外薬局の薬剤師を対象とした研修会（薬剤師
のための抗HIV薬服薬指導研修会）

開催日：2024年9月15～16日。場所：広島市文化
交流会館（広島市）。広島県臨床心理士会が行う「第
1回HIV/AIDS専門カウンセラー研修会」との共同
開催。参加者は27人。スタッフをうち薬剤師は18
人であり、中四国地方内だけでなく、全国から参加
があった。

講義では、琉球大学病院　仲村秀太医師より、
「知っておきたいHIV感染症診療のエッセンス」と題
して、HIV感染症の基礎から、フレイル、U＝U、
PROs、PrEP等多岐に渡る内容の講演であった。ま
た、独立行政法人国立病院機構九州医療センターの
ソーシャルワーカー 首藤美奈子氏からは、「PLWH
の心理社会的問題とソーシャルワーカーの役割～九
州医療センターの取り組み～」の講演で、HIV感染
症の治療のみでなく複雑な心理社会的背景を理解し
た患者との関わりが必要であることを学んだ。薬剤
師のみでの症例検討では、岐阜大学医学部附属病院
の石原正志薬剤師が症例提示を行い、HIV感染症
分野の今後の課題である癌などの合併症を意識した
関わりについてディスカッションした。

演習パートでは、「ロールプレイによる服薬指導
の体験的学習」を行い、薬剤師のみでなく、専門カ

ウンセラーとソーシャルワーカーもグループに入り
演習を行った。

1-5．エイズ拠点病院に勤務するメディカルソーシャ
ルワーカー（MSW）を対象とした研修会

開催日：2024年8月31日。オンラインによる開催。
中国四国ブロックエイズ拠点病院22施設、27人が
参加した。

当初岡山において参集で行う予定であったが、台
風10号の影響でJRが運行見合わせとなったため、
急遽オンラインでの開催に切り替えた。

ブロック内の中核・拠点病院のソーシャルワー
カーに、HIV陽性者に対する長期療養に向けた支
援実践の工夫・難渋した点について発表し共有した。
支援経験がないことで不安を抱えながら業務に取り
組んでいる参加者も多く、長期療養支援の経験を共
有できたことは、支援の均てん化を図るために有効
的であった。他に、「HIV感染症の基礎知識・最新
情報」と、大阪HIV薬害訴訟原告団代表による「薬
害エイズの教訓から」の2つの講義と、愛媛大学医
学部附属病院ソーシャルワーカーによる事例検討を
提供した。

事後アンケートの感想では、「常に新しい情報を
ブラッシュアップしていくことが、支援を実践する
上で重要であると感じた」、「薬害被害当事者の率直
な思いを聞く度に、背景や今までの苦労をふまえ
て、支援していくことの意味を考えさせられた」、

「高齢化の進行で、患者が療養先で困ることが無い
よう、地域に向けて情報を発信する必要があると感
じた」、「患者の生活に視点を置き、患者と将来の生
活について語れる場を持ちたい」、「他県・他施設で
の現状を知る機会となった」などの回等があった。

1-6．出前研修
2025年2月3日に、非エイズ拠点病院である広島

市の吉島病院、2月18日に広島市内の居宅介護支援
事業所、3月4日に同じく広島市内の特別養護老人
ホームより、依頼を受けており、実施する予定であ
る。また、出前研修の周知は、広島県エイズ治療中
核拠点病院等連絡協議会及び医療従事者研修会のみ
ならず、広島県健康福祉局医療介護基盤課、広島市
健康福祉局高齢福祉部の協力を得て、案内のチラシ
の配布を依頼した。

1-7．その他
本項では、実施主体（主催）が本院ではないが、
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分担研究者やその研究協力者が研修の立案に大きく
関与し、かつスタッフとして協力した研修会につい
て報告する。
1）心理職対象HIV/AIDS専門カウンセリング研修会

1回目の開催日：2024年9月15～16日。場所：広
島市文化交流会館（広島市）。前述の薬剤師向け研
究会と共催。中国四国ブロック内のHIV治療施設
に勤務する心理職及び福祉職を対象に集合形式で開
催し28名の参加があった。HIV感染症の医学的知
識と心理社会的支援に関する講義に加え、実際の支
援場面を想定したロールプレイとグループディス
カッションと事例検討を行った。事後アンケートで
は、理解度・満足度ともに90％以上の参加者が「満
足」と回答していた。一方、プログラムの時間につ
いては、約30％の参加者が「長い」と回答してい
たため、次年度はプログラムスケジュールの検討を
行う必要がある【図4】。
2回目の開催日：2025年2月23日（入稿時予定）。場
所：サンポートホール高松（高松市）。本研修会は、
1回目と異なり心理職のみの単独開催である。HIV
カウンセリングの専門性を高めることを目的に、中
国四国ブロック内のHIV診療施設勤務の心理職及
びHIV派遣カウンセラーを対象に事例検討会を行
う予定である。

2）HIV抗体検査相談従事者のためのカウンセリング
研修会

開催日：2024年7月5日。場所：エールエールA館
（広島市）。中国四国ブロック内のHIV抗体検査相
談に従事する医師、保健師および派遣カウンセラー
に加え、今年度より広島県内の電話相談事業を実施
する団体にも対象を広げたことにより、例年より多
い39名の参加があった。HIV検査に関する講義と
当事者の話、架空事例を用いたロールプレイで構成
した。研修参加前アンケートでは、受験前の面談や
告知時の対応に「自信がない」と回答した参加者が
多かったが、参加後は、「少し自信がある」との回
答が多く見られた。また、半年後のアンケート結果
でも同様の結果が得られた。
3）全職種対象の研修会（包括カウンセリングセミ

ナー：広島県臨床心理士会主催）
開催日：2025年1月11～12日。場所：アークホテ
ル岡山（岡山市）。開催形態：参集。中国四国ブロッ
ク内の中核拠点病院及び拠点病院のうちHIV診療
を行っている医療機関を対象とした研修会を開催し
た。全体で17施設69名の参加があった。今回は、4
施設の心理・社会的問題を抱えた症例を検討した。
研修会終了後アンケートでは、「課題を多く抱える
方に多職種で連携しながら支援されていることにと

図4　2024年度第1回心理職対象HIV/AIDS専門カウンセリング研修会アンケート結果
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ても勉強になった」、「患者さんの思いに寄り添いな
がら適切な医療を提供できるよう多職種で取り組ま
れていて、自施設でも取り組んでいきたい」といっ
た感想があった。
4）地域連携に携わるソーシャルワーカーと看護師を

対象にしたHIV/AIDS実践報告会・検討会のため
のワーキンググループ

開催日：2024年12月17日。参集での開催。参加者：
広島県内エイズ拠点病院HIV担当ソーシャルワー
カー・看護師、広島県・広島市・呉市・福山市の
HIV担当者、計15人。

HIV感染があることで、患者の受入れに消極的
になる現状は依然として続いており、その課題解決
のために、広島県近郊の医療機関や施設に在籍し、
患者受入れ業務に携わるソーシャルワーカー・看護
師を対象としたHIV/AIDS実践報告会・検討会を
企画した。今年度は県内の課題を集約することを目
的に、本院含む県内のエイズ拠点病院のソーシャル
ワーカーと看護師、そして広島県、広島市、呉市、
福山市のHIV担当者と共にワーキンググループを
立ち上げ、連携体制を構築した。

［2］エイズ関連の教育資材
2-1．小冊子・パンフレット等
「現在、本研究費で作成・発刊している小冊子・

パンフレットは【図5】の通りである。今年度は、「No 
Problem!」「かかりつけ医のためのよくわかるHIV
感染症診療ガイド」「血友病まね～じめんと」を改
定した。

［3］その他医療・福祉体制の構築に関する取り組み
3-1．中四国エイズセンターホームページ（http://www.

aids-chushi.or.jp）による情報発信
本院主催の会議や研修会の様子を掲載した。また

前述の小冊子の案内や、中国四国地方で行われるエ
イズ・HIVに関する研修会・イベントの案内、血友
病薬害被害者対象検診外来のお知らせ等を掲載して
いる。（2024年1年間の閲覧数93、599回）。

3-2．薬害被害者検診事業
2018年度より「血友病薬害被害者対象検査入院」

（検査入院）、2021年度より「血友病薬害被害者検
診外来」（検診外来）を行っているが、共にその費
用は保険請求せず、全て研究費で工面することとし
ている。2024年度は検査入院が3人であった。内容

図5　発行・配布している小冊子一覧
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は、血友病に関連する関節や身体機能に関する項目
や腫瘍マーカーなどの血液検査で、それ以外の画像
検査の項目については受検者の希望とした。今年の
新規受検者は、山口県出身で福岡在住者であり、本
事業が周知されている結果と言える。

3-3．血友病薬害被害者支援「なんでも相談 とも」
中国四国地方および近隣県在住の血友病薬害被害

者を対象に、MSW、看護師、心理師が相談者とな
り、生活上の問題や不安を解決に導く目的で作年度
より始まった。具体的な相談法は、電話、オンライ
ン面談（オンラインソフトやスマートフォンを利
用）、対象者宅への訪問などである。周知方法は、
中四国エイズセンターホームページへの掲載、拠点
病院HIV/血友病診療医宛てに概要の送付、薬害被
害者支援団体から登録者への概要送付などである。
現在もこの事業を継続している。

3-4．介護福祉施設向けのエイズ教育資材（動画）作成
患者の高齢化に伴い、介護福祉施設で支援を受け

る患者も増加しているが、受け入れ側である施設の
拒否感は続いている。その理由として、依然として
HIV感染症は、「感染力が強い」「致死的な疾患」と
いった、40年前の知識がアップデートされていな
いことが想像される。

それらを払拭するための教育動画を作成した。次
年度以降、研修会の前に上映したり、その他ホーム
ページ等を用いて配信する予定である。

D．考察
考察は以下の通り研修会別に述べる。

医師向け研修会：
近年の参加者は、研修医または卒後10年以内で、

これからHIV診療を担う世代となっている。その
ため、当初講義内容は、新薬の紹介や最新の知見な
どを盛り込んでいたが、この分野にこれから入って
くることから初心者向けの内容にならざるを得な
い。各ブロックにおいても若手医師の育成が課題と
なっているが、その理由を筆者なりに考察すると、
①外来での治療が中心であり、病棟中心の医学生・
研修医教育が現状では、患者を担当する機会がない　
②疾患背景や医療体制が特殊で、自分にその役割が
担えるか不安　などではないだろうか。以前のよう
な、医療者への感染に対する恐怖、セクシャリティ
に対する嫌悪感は、若い医療者にはほとんどなく
なっているものの、自分の上司や他職種（看護師な

ど）が持つ古い知識や偏見が、彼らがHIV診療を
始める上での阻害因子となっている。

これらの問題を解決するためには、歯科医師向け
研修会のように、病院の科長・部長レベルに対する
教育や、開業医・医師会などに対する働き掛けも必
須であろう。しかし、現在の平日2日間のプログラ
ムでは、そういった立場の医師の参加は逆に困難で
ある。全く別のプログラムを企画する時期に来てい
るのかもしれない。

次年度には、本研修会とは別に看護師が行ってい
るような症例検討会を、オンラインまたはハイブ
リッドで行うことも計画している。
歯科医師向け研修会：

中国・四国地方HIV陽性者の歯科診療体制構築
のための研究会議においては、昨年中国・四国全県
から歯科医師会関係者の出席があったが、今年も香
川県からの出席がなかった。中四国では香川県のみ
HIV歯科診療ネットワークが構築されておらず、
依然として課題である。しかし、構築された県にお
いても、ネットワーク参加歯科医師の地域的な偏在
がある。今後はその偏在の解消についても考えて行
かなければならない。また一般開業歯科医向け研修
会は、歯科医療従事者のHIV感染症への理解を促
すことがHIV診療拒否問題を解決するうえで重要
な役割を果たすことが確認できた。
看護師向け研修会：

初心者向け研修会の各講義のアンケートから、講
義内容は、理解でき満足度の高い講義内容であった
ことが伺えた。しかし、一部の研修受講者より「症
状別看護を学べたらよかった」「具体的な対応を聞
きたかった」という意見があり、研修受講者が具体
的なケーススタディや実践的な対応策を学びたいと
いうニーズもあることが分かった。また、本院の初
心者研修の受講が2回目である方が2名いた。現在
当院ではアドバンストコースを実施していない。そ
のため、ACCで行われているアドバンストコース
の活用や広島県臨床心理士会が主催している「包括
的HIVカウンセリング研修会」の活用を検討し、
今後も継続して学びの場を提供し、HIV看護のス
キルアップにつなげていくことが大切である。

次年度も初心者研修を行い、看護師の知識とスキ
ルの向上を図ることで、HIV患者への質の高いケ
アを提供ができる看護師の育成に寄与していく。

事例検討・症例報告については、満足度の高い結
果となった。自施設では未経験の症例や対応につい
て知ることができたという意見が多く、今後同様の
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ケースがあった場合の対応について学ぶことができ
有意義であったと思われる。また、コメンテーター
のアドバイスが参考になってとの意見も多く経験値
の高いコメンテーターから具体的なアドバイスを得
られたことも学びを深めることができ、満足度の向
上につながったと推察される。来年度も会議の中に
事例検討を含むことについて92％が希望すると回
答しており、来年度も今年度と同様に事例検討や症
例報告を行う方針とする。
薬剤師向け研修会：

現地で行うことで各施設のHIV感染症に関わる
薬剤師が顔の見える関係となり、多くの情報交換を
行うことができた。現地開催の研修会の実施や、多
職種でディスカッションやロールプレイを行う機会
は貴重であり、直接対話することで多くの情報交換
を行うことができた。また、ブロック内のHIV感
染症に関わる薬剤師と顔の見える関係となり、今後
の連携において非常に有用であったと考える。今後
も薬剤師のレベルアップにつながるよう継続した研
修会を開催していきたい。
心理職向け研修会：

第1回目の専門カウンセラー研修会は、薬剤師と
合同開催であった。そのため他職種（主に薬剤師）
の意見も反映され、より実りのある研修を行うこと
ができた。全体的に「多職種で意見交換できたこと
がとても有意義だった」「長期療養にむけた支援に
ついて学ぶことができた」などの感想があり、他職
種で学ぶことの意義はあったと思われる。

全職種対象の研修会（包括カウンセリング研修会）
は、25年目を迎える。対象者は、ブロック及び中核
拠点病院の全職種であったが、担当者の退職や転職、
あるいは多忙に伴うスケジュール調整難などの理由
により、以前と同じようにブロック・中核拠点病院
の全職種が揃っての参加は困難になってきている。
しかし、全職種が揃っていなくても困難事例を抱え
ている病院、あるいはこれからHIV診療チームを
構築・再構築する病院なども存在するため、そう
いった病院の参加者にも満足のいく内容に変更して
いく必要がある。チームが構築され機能している病
院の『自慢大会』ではなく、あくまでも事例検討を
通じての適切なチーム機能の構築を目的とすべきで
あろう。本研修会は、本研究班主催のものではない
が、共催の立場を取っているため、開催主体である

「広島県臨床心理士会」と綿密な協議が必要である。
福祉職（MSW）向け研修会：

患者の高齢化に伴い、慢性期の診療にあたる慢性

療養病床保有病院、介護施設、在宅へと、その診療
の場がシフトしていく。それらを踏まえ、今後の出
前研修などの働き掛けは、非拠点病院などの非専門
病院ではなく、透析施設、リハビリテーション施
設、障害者福祉施設などの職員を対象にしていかな
ければならない。これらの職員のエイズの知識は、
90年代前半の有効な治療薬がない時代で止まって
おり、一朝一夕にこういった職員の意識と知識を変
えていくことはできないが、少なくとも現在我々が
ケアしている患者の行き場がなくならないよう働き
掛けを続けていく必要がある。

その一つの新たな動きとして、本報告書1-7.4）
にあるとおり、「地域連携に携わるソーシャルワー
カーと看護師を対象にしたHIV/AIDS実践報告会・
検討会のためのワーキンググループ」を立ち上げた。　
また県内の中核拠点病院である福山医療センターが
福山市と協働で、高齢者施設向けの研修会を企画し
ている。

このように日頃から、HIVに関する情報を発信
し続け、必要な時にはHPにアクセスして、出前研
修を受けなくても必要な情報だけ（しかも正しい情
報）を得られるようにしておくことが、解決策の一
つになるかも知れない。
その他の取り組みについて：

ホームページの閲覧数は、昨年に比べて約20％
減少した。その理由は魅力的な新規コンテンツがな
かった、あるいはエイズ・HIV感染症に関する特別
なニュースがなかったことが考えられた。前述の

「福祉職（MSW）向け研修会の考察」にも述べたよ
うに、ホームページの内容の充実のみならず、内容
の宣伝に力を入れ、日頃から閲覧してもらう努力が
必要と痛感した。

教育資材として、今年度は「血友病まね～じめん
と」をはじめとして、「No Problem」「かかりつけ
医のためのよくわかるHIV感染症診療ガイド」の
小冊子を改定した。いずれも、今後地域でHIV陽
性者あるいは血友病患者を診療することを見据えた
ものである。次年度は、「「HIVを持つ人のケアをす
るスタッフのためのガイドブック」」（仮題）を新規
作成予定である。動画閲覧と同様、実際に手に取る
ことにより、より身近に感じる内容を目指していき
たい。

E．結論
ブロック内のエイズ拠点病院に対する職種別研修

は、内容や対象者を再考しながら常にアップデート
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していく必要がある。また研修会開催形態も、その
時々の事情により柔軟に変えていくべきである。さ
らに、拠点病院以外の非拠点病院の医療従事者や介
護施設の従事者に対しては、HIV感染症が安定し
ている患者あるいは血友病患者の受け入れ拒否がな
いよう、小冊子を作成して非専門病院・施設に配布、
あるいは「出前研修」やホームページのコンテンツ
の見直しを行い、を必要時に必要かつ正確な情報を
非専門施設のスタッフが取得し共有できるよう促し
ていく必要がある。
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